
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度 

 

 

 

宮崎市総合教育会議 

 

 
 
 
 
 
 
 

会　　議　　録 

 
 
 
 
 
 
 

 



令和６年度　宮崎市総合教育会議　会議録 
 
１  日　時　　令和６年１０月４日（金）１６：１０～１７：４０ 
 
２  場　所　　宮崎市役所本庁舎４階　特別会議室 
 
３  出席者　　清山市長、永山副市長 

【教育委員会】 
　　　　　　黒木教育長、松尾代表教育委員、片山教育委員、小林教育委員、高峰教育委員 
　　　　【外部オブザーバー】 
　　　　　　宮崎北警察署加藤生活安全課長、うえやま貴子クリニック上山貴子院長 
　　　　【事務局】 
　　　　　　森屋教育局長 
　　　　　　袈裟丸総合政策部長 
　　　　　　富田子ども未来部長 
　　　　　　河野健康管理部長 
　　　　　　●教育委員会 
　　　　　　（企画総務課）河野課長、田中補佐、甲斐主査、野崎主査、中村主事 
　　　　　　（学校教育課）小川課長、高内指導主事 
　　　　　　（保健給食課）弓削課長、松浦係長 
　　　　　　●市長部局 
　　　　　　（企画政策課）勢井課長、上口補佐、日髙主任主事 
　　　　　　（親子保健課）田村課長、向山補佐、永山主任技師 
　　　　　　（健康支援課）福元課長、園田補佐、黒田係長 
　　　　　　　 
４　傍聴者　　なし 
 
５　意見交換 

テーマ　子ども達の命を守る教育について　～性に関する様々な現状を踏まえて～ 
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　（会議録） 
 田中企画総務課長補

佐

ただいまから、令和６年度宮崎市総合教育会議を始めます。はじめに、本

日の会議次第に添いまして、１７時４０分までの１時間半、清山市長、永山

副市長、黒木教育長、教育委員の皆様で意見交換を行っていただきます。 
なお、本日は、宮崎北警察署生活安全課長加藤様、うえやま貴子クリニッ

ク院長上山貴子様に、オブザーバーとしてご参加いただいています。それで

は、ここからの進行は、会議の主催者である、清山市長にお願いします。 
はじめに、清山市長から、ご挨拶及び、提案テーマの説明をお願いします。

 清山市長 　本日はよろしくお願いします。令和６年度宮崎市総合教育会議を開催させ

ていただきたいと思います。今回、台風１０号の影響によって日程調整をい

ただいたうえでなお、私の業務の関係でこうしたリモート参加となったこと

を心からお詫びを申したいと思います。円滑な進行に努めたいと思っていま

すので、ご協力をよろしくお願いします。 

この総合教育会議は、市長と教育委員会が、本市の抱える課題、特に教育

における課題、方向性を共有し、共に手を携えて教育行政を推進していくた

めに設置されたものです。 

今回で１２回目の開催です。本日は宮崎北警察署より加藤課長、うえやま

貴子クリニックより上山院長にもおいでいただきました。誠にありがとうご

ざいます。私も様々な、市長と交流をするなかで、自治体によっては、この

総合教育会議を度々開いて、市長部局と教育委員会、連携して課題解決に取

り組んでいるというようなこともお聞きしました。今回、教育長にご相談を

させていただきまして、特にこのテーマで是非開催をしたいと思い、お声掛

けさせていただいた次第です。 

　宮崎市は現在、次の１０年の宮崎市の計画の柱となる総合計画を策定して

おります。そのなかでも未来のまちづくり、宮崎市を担っていただくことに

なる若者の皆さんのための政策というのも重点プロジェクトに位置づけて、

教育への投資を図っていきたいと考えています。本市の将来のためには、子

ども達の教育、そしてその環境というものは非常に重要になってきていると

思います。今回の会議ではテーマとして子ども達の命を守る教育について、

提案します。 

宮崎県は現在、人工妊娠中絶率が４年連続でワースト１位となっています。 

また、子宮頸がんの罹患率も２０２０年最新のデータでも非常に高い死亡率

となっています。さらには梅毒等の性感染症も非常に増えており、子ども達

の健康や命に関わる指標が非常に悪くなってきています。この現状は非常に

深刻であり、教育委員会だけでなく、市長部局とともに取り組んでいくべき

ところだと思っています。 

　子宮頸がんワクチンについては、昨年度から市内の中学校で産婦人科の先

生方のご協力によって中学校での講演を始めさせていただいています。また、

その他検診の必要性などを引き続き、重要性を説いていく必要があろうかと
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 思います。 

一方で、妊娠に関する正しい知識、性に関する正しい知識というのは、や

はり外部講師の力だけではどうにもならない、学校の保健体育科のなかでも

先生方の今の負担をできるだけ増やさない形で、子ども達に対する保健教育、

性に関する教育というものを、より充実したものにしていくことができない

かという思いをもっています。 

今回の会議において、皆さんとこのテーマについて一緒に深く考えていく

ことができれば幸いです。 

それでは、教育委員会の取組を教育長から説明をお願いします。

 黒木教育長 学校や教育委員会においてどのような取組をしているのかということにつ

いて、説明します。配付資料１です。 

全国的に体育科、保健体育科の授業のなかで、どれくらい性に関する授業

時数があるかというものをスライドで示してます。表は、小学校、中学校の

学年別に、体育及び保健体育の時間とそのうちの保健の時間、そしてその中

で性に関する指導についてどのくらいの時間を取り扱っているのかを示して

ます。性に関する指導は、４年生で２時間、中学校１年生で２時間、中学校

３年生で１時間となっており、計５時間となっています。 

それぞれの保健の時間における性に関する指導の内容は、小学校では３年

生から４年生の段階で思春期の変化ということで取り扱います。そして６年

生で、感染症といった部分で若干取り上げることもありますが、基本的には

４年生の２時間のみということになってます。中学校では、１年生の段階で

生殖機能や性との向き合い方、そして３年生で性感染症といった内容で指導

が展開されているところです。学習指導要領で定められている内容を体育科、

保健体育科の授業の総時間で割っていくかたちです。ここで注目していただ

きたいのが、学習指導要領の取り扱いの中に、「妊娠の過程は取り扱わないも

のとする」いわゆる「はどめ規定」と言われている記載があり、性交につい

て教えることは避けられる傾向が学校現場では続いてきたという状況があり

ます。このような状況が現場で具体的な内容はなかなか教えづらいといった

ような風潮も生んでいることも事実です。 

そのような状況のなかで学校だけの指導ではなくて、専門家の力もお借り

して、性に関する指導を行っていく取組も教育委員会としては進めています。

概要にありますように、学校からの要請により、助産師、医師、保健師の方々

に学校に来ていただき、子どもやその保護者も対象に性に関する教育を行っ

ています。 

このうち、助産師の方には宮崎県助産師会「宮崎か母ちゃ子クラブ」の方々

のご協力を得ながら、学年の発達段階に応じた性について等の講義を行って

います。また、医師については本日ご参加いただいているうえやま貴子クリ

ニック院長の上山院長により性について等の講義も展開していただいている

ところです。 
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 これらの思春期健康教育により、性に関する正しい知識を取得したり、命

の大切さに触れることで全ての人を大切にする気持ちを育むことができるこ

とも期待してこの事業に取り組んでいるところです。令和５年度の実績につ

いては表のとおりですが、市内の小中学校合わせて昨年度は７２校ございま

すけれども、これくらいの学校数で子ども生徒を集めて現在のところ展開は

できているところです。 

最後のスライドですけれど、宮崎県における同様の事業を記載しています。

宮崎県では左側から事業名、委託先、対象そして実績と並んでいますけれど

も、上の段にありますように「思春期ピアカウンセリング事業」というのを、

中学校、高校短大等対象に実施しています。この事業については、宮崎大学

や県立看護大の学生が講義をするといったような内容になっています。 

ただ、実績のところを見ていただいてもお分かりのとおり、その多くの学

校を対象にして展開できている状況ではございません。 

それから、下の段の「健やか妊娠推進のための健康教育」は宮崎県助産師

会の皆さんが講義をするという内容になっていますが、本市においては先ほ

ど説明させていただいた思春期健康教育事業のなかで助産師の方や医師の方

のご協力を得ていますので、この事業には参加はしていない状況です。 

以上で、学校及び教育委員会への取組についての説明を終わらせていただ

きます。

 清山市長 　ありがとうございます。続いて、市長部局の取組について、各部局から説

明をお願いします。

 河野健康管理部長 健康管理部の河野です。まず、健康管理部の方から説明します。資料２の

１ページをご覧いただきたいと思います。 

子宮頸がんについてです。子宮の出口にできる癌でありまして、ＨＰＶと

いうウイルス感染が原因となります。感染の主な原因は性的接触で、経験が

１度でもあれば感染している可能性があります。感染から発症までに数年か

ら十数年かかります。子宮頸がんは２０代～３０代の若い世代の女性で発症

する割合が高くなっており、発症した場合、死亡に至らなくてもその後妊娠

できなくなったり、流産早産のリスクが高まります。 

また、子宮頸がんの罹患率２０２０年度の人口１０万人に対しての数字で

すが、全国１３．１に対して宮崎県が１６．７で全国のワースト６位となっ

てます。次に、子宮頸がんの検診の状況です。宮崎市では子宮頸がん検診を、

２０歳以上の女性に対して実施をしてます。受診率が毎年１０％前後となっ

ており、受診率の向上が課題となってます。無料クーポンについては、若い

世代から子宮頸がんに対する知識の定着と定期受診に繋げるために、２１歳

の女性に対して実施をしているものです。受診率が７％から９％でしたが、

２０２２年には数字が落ち込んだため、２０２３年度は、大学の敷地内にお

いて検診バスによる検診を実施したところです。２０２３年の年齢別の検診

受診率は３０代４０代の順に高くなっていますが、若い世代２０代の受診率
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 が低くなっていますので、引き続き検診を自分ごととして捉えてもらうよう

に、２０代を含めた若い世代の受診勧奨を行う必要があると考えてます。

 富田子ども未来部長 続いて、ＨＰＶワクチンの説明です。子ども未来部の富田です。よろしく

お願いします。 

子宮頸がんの原因については、先ほどありましたとおりＨＰＶの感染が主

な原因とされていますが、この感染を予防するワクチンがあります。ワクチ

ンを接種すると最大９０％の予防ができると言われていますが、平成２３年

度から平成２４年度にかけては、積極的に接種が勧奨されていた時代があり

ました。平成２５年度に定期接種化されたところですが、接種後に様々な症

状の訴えがあったということで、平成２５年の６月から積極的な接種の勧奨

が控えられたところです。そのなかでも、ワクチンの安全性と有効性が確認

されたということで、令和４年度から定期接種の積極的な勧奨を再開したと

ころです。 

接種率の現状ですけれども、高校２年生から２７歳のキャッチアップ世代

いわゆる積極的勧奨が控えられた世代の初回の接種率については７月末が５

５．４％としてます。ただ、国の方からも支援等が進んでいるというところ

もございまして、接種率が伸びている状況で８月末になりますと、５９．８

６％まで伸びてます。 

また、定期接種の対象については２５．８％としていますが、これについ

ても８月末については３４．４５％となっている状況で、令和４年度と令和

５年度の表で見比べてたとおり、２．２倍の伸び率で進んでいるところです。 

しかしながら、右側の累積初回の接種率は２３歳から２６歳については非

常に高い接種率となってますが、２２歳２０００年生まれの方というところ

で積極的な勧奨が控えられた世代から大幅に減少しているところです。こう

いった方たちについて、現在は啓発等を行っていますが、落ち込んでいると

ころの回復には至っておりません。 

市長からも案内があったとおり、中学校において学校や産婦人科の先生た

ちから協力をいただきながら、出前講座を昨年度から各学校で実施し、知識

の啓発を行っています。 

また、対象者については個別の通知を行っているほか、市独自にＷＥＢ広

告も行っています。また、定期接種においては、小学６年生から高校１年生

が接種する機会を設けるのが難しいということがありましたので、今現在は

小児科の先生を中心に夜間にも接種の時間を設けていただいたりとか、ある

いは８月から１０月にかけては商業施設において日曜日、合計５回ですけれ

ども、臨時の接種会場を設けるほか、大学生についてかかりつけ医を持って

いないということがありますので、宮崎大学、公立大学においても臨時の摂

取会場を設けているなどをしているところです。 

今後の課題としても、やはり子宮頸がんの予防のためのワクチンの接種、

また検診の重要性について啓発が引き続き必要と思っています。また、この
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 問題は女性だけではなく、その家族や男性についても正しい知識を伝えて理

解を促進していく必要があると考えてます。

 河野健康管理部長 続いて、再度、健康管理部の方から性感染症について説明します。資料４

ページ目です。 

まず性感染症ですが、主に性的接触によって感染する病気の総称で、性器

クラミジア、梅毒、エイズ、ＨＩＶ等の感染症があります。性感染症に罹患

しますと、将来不妊に繋がることがあります。また、性器クラミジアは分娩

時の産道感染による母子感染を起こすことがありますし、梅毒は胎盤を介し

て、赤ちゃんに感染することがあります。エイズ、ＨＩＶは胎盤や分娩時母

乳を介して赤ちゃんに感染することがあります。 

今年は、先天梅毒という赤ちゃんの梅毒感染が１件報告をされておりまし

て、今後の動向を注視する必要があると考えてます。現状で、梅毒の患者数

が急増をしてます。また、梅毒やクラミジアは、若い世代の感染が高い割合

で見られてます。 

感染症予防に必要なことですが、若年層のうちから正しい知識を習得して、

予防をするために正しく行動をすること、また感染の不安がある場合は検査

を受けて早期発見、早期の治療をすることが必要となってます。早期発見、

早期治療をすることで、完治したり進行を抑えることができるほか、早期治

療をすることによって、まん延防止を図ることができます。

 富田子ども未来部長 　続いて、人工妊娠中絶実施率グラフをご覧ください。 

宮崎県については、非常に高い人工妊娠中絶実施率となってます。各年度

各世代についてのグラフでは、２０歳未満の方も相当数の実施率になってお

り、２０代が非常に多く、大きな課題と思ってます。 

続いて、性と妊娠ＳＯＳ相談の方をご覧ください。通称「あいのて宮崎」

と呼んででいますが、思いがけない妊娠や女性特有の性や健康等に関する悩

みを抱えている方の相談や正しい情報発信について県の助産師会にお願いし

ている事業になってます。相談のツールとしては、ＬＩＮＥ、メール、電話、

また予約による面接により相談を受けているところです。相談の内容ですが、

やはり妊娠しているか不安、避妊に失敗したかもしれない、中絶したいがど

この病院に行けば良いか、生理が遅れているのかどうか迷っている、すでに

子どもがいるが想定外の妊娠をしてしまったといった内容が寄せられてま

す。令和５年度の実績ですけれど、相談については毎週火曜日と木曜日の１

７時から２０時、第２、第４土曜日の１４時から１７時に１年間で合計１２

７回開設し、相談が５７件、延べ件数で１２３件です。妊娠や避妊に関する

相談が６１％占めている状況です。 

右のグラフの方に年齢別の内訳を示してますが、匿名による相談を受けて

いますので、年齢の分からない方が２４％を占めていますが、中学生で３％

高校生でも８％、１０代を合わせますと２３％で、１０代からの相談が相当

数あるという実績です。
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 清山市長 ありがとうございます。 

続いて、宮崎北警察署の加藤課長から、現状のご説明をお願いします。

 宮崎北警察署加藤課

長

　宮崎北警察署の加藤です。よろしくお願いします。子どもの性犯罪被害の

現状について説明します。 

まず不同意性交等事件の発生状況について説明します。皆さん不同意性交

等という罪名になじみがないかもしれません。以前は、強姦罪とか強制性交

等罪ということで刑法で定められていましたが、令和５年の７月に刑法が改

正されまして、不同意性交罪に変わってます。大きく変わったところは、こ

れまでは１３歳未満つまり１２歳以下の者と性行為をすれば、同意があるな

しにかかわらず、強姦罪等になるということでしたが、年齢が引き上げられ、

１６歳未満つまり１５歳以下の子どもと性行為をすれば同意あるなしにかか

わらず、不同意性交罪ということで犯罪になるということになってます。そ

れに伴い、宮崎県の発生状況ですが、令和５年から急激に増えています。令

和５年が、３６件で、そのうち１０代の被害が１９件です。本年の７月末時

点で全体で２１件、１０代被害が１１件です。１０代の被害も多いという状

況です。宮崎市内の発生の状況なんですが、やはり令和５年、令和６年が多

いという状況ですが、県内に比べれば、若干１０代の割合は低いですが、そ

れでも３割程度が被害にあっているという状況になってます。 

不同意わいせつ事件の発生状況です。不同意わいせつ罪というのも令和５

年７月に刑法が改正されて、新たに定められた罪名です。それまでは強制わ

いせつ罪でした。こちらについても、１６歳未満の者とわいせつな行為をす

れば犯罪になるということで、令和５年から急激に増えており、令和６年中

は、令和５年の数字を７月の段階ですでに上回っているという状況です。や

はり１０代の被害が多く、宮崎市内についても同様で、令和５年、６年と増

えているところです。 

３番のわいせつ事件の年代別の被害状況です。令和元年以降ですが、不同

意性交事件全体で令和元年以降９４件発生しております。そのうち４３人が

１０代の被害者になってます。同様に不同意わいせつ事件、これについては

全体１６９人中７０人が１０代です。合わせて１１３人、全体の４３％が１

０代の被害者ということになってます。なお、宮崎市については、表にはあ

りませんが、１１５件中３８件ということで約３３％が１０代の被害という

ことになってます。 

続いて４番です。青少年育成条例違反でみだらな性行為という罪名の発生

状況についてです。これは１８歳未満、１７歳以下の者と真剣交際以外で、

性行為を目的とするだけ、例えば初めて知り合った人と性行為をするとみだ

らな性行為ということで育成条例の違反になります。これについては、令和

元年が宮崎県内で２２件、宮崎市内が１４件ということで多かったですけど

も、コロナの影響で少し少なくなっているという状況で、令和６年４月末時

点で、１件も発生してません。これについては、刑法改正がなされたという
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 ことで、不同意性交、不同意わいせつ事件に吸収されて、少なくなっている

という状況です。ただ、８月以降、宮崎北署管内で２件の検挙があります。

これらの多くはＳＮＳで知り合って性行為をする、または無理やり性行為を

させられるというようなことが増えています。そのなかでも多いのが、家出

をして、泊まるとこがないということでＳＮＳで、誰か泊まらせてくれる人

はいないかというようなことで募集をして、親切を装って泊めてあげると成

人の男性が声をかけて、泊めてあげる代わりに、性行為をしようということ

を言って、相手の子どもも「泊めてもらうならいいか」ということで同意の

上で性交をするというようなのケースが増えています。それ以外でもＳＮＳ

で県外の者と知り合って、その後県外に連れて行かれて性交したり、相手が

宮崎県内に来て性行為するというようなことも増えてます。そのような対策

として非行防止教室として、小学校、中学校、高校向けに警察関係の職員が

各学校に行き、ＳＮＳの適正な利用とか、性犯罪の危険性などについて非行

防止教室ということで講話を実施しています。令和４年１３８件、令和５年

１３９件、今年度も現時点で７１件ということで、実施してます。 

先ほど宮崎県が妊娠中絶実施率が高いという話がありました。個人的な考

えもありますが、宮崎県の女の子は結構断れないという人が多くて、お世話

になったとか、知り合ってから話をされたらなかなか断れずに行為に及んで

しまうというようなのが多いというように思います。あまり深く考えずに避

妊もせずにそのような行為をしたということが、警察の方に寄せられるとい

うような状況で、こういう非行防止教室などを通じて被害の防止を図ってい

きたいと考えてます。

 清山市長 　ありがとうございます。 

続いて上山院長どうぞよろしくお願いします。

 上山院長 よろしくお願いします。私は学校の方で性に関する教育を実施させていた

だくのですが、性教育自体の内容も私が始めた頃に比べるといい意味で変わ

ってきてるんじゃないかというのがあります。包括的性教育という言葉を聞

かれたことがあるかもしれません。これまでの性教育に関しては、体の変化

とか妊娠とはどうかとか、性感染症は学年によっては話す場合もありますが、

そのようなことを中心に話をしてきたところがあります。 

ところが、それだけではなく人とのコミュニケーションなど、先ほどお話

があったようにＳＮＳがどういった影響があるかとか、その情報を自分でど

のように考えるのか、コミュニケーションをしていきながらどのように人と

の関わりを持っていくのか、それらを含めて自分でどう考えるのかといった

ように、総合的に話をしていかないといけないと最近は思っています。以前

は、体の発達とか心の問題とか生殖に関する問題、健康とかを中心に妊娠と

はどういった過程で起きるかという話し方でした。やはり性交という言葉で

は学校の現場ではなかなか説明できません。中学校ではセックスという言葉

はなかなか難しいかなというところあるんですけど、高校は大人に近いので
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 お話したりすることはあります。ただ、中学校３年生は高校に進学する子も

いれば社会に出る子もいるので、どのように性に対して考えていくのかとい

うことを、本当はいろいろ話をしてほしいなという学年ではあります。 

例えば、そのまま進学すると高校では、性交に関する話を聞くタイミング

があると思いますが、就職した場合、なかなかそのような話を聞く機会があ

りません。一度でも聞いていれば、印象に残ると思いますので、そうした機

会をもちながら総合的に生殖のこと、コミュニケーションのこと、人間関係

ことや様々なことを、できるだけ年齢がある程度若いうちから少しずつ話を

しているといいと思います。自分はどのように考えたらいいのか、その立場

に立った時、どういった行動をした方がいいのかということを、若い世代と

コミュニケーションとかしながら話をしていくと、より話しやすかったり考

えやすかったりとかすると思います。もちろん、中絶のことや性感染症のこ

とといった問題も現実的にありますので、そういったことも含めての話にな

ると思いますが、我々も包括的性教育に関してどのように進めていったらい

いかということを考えているところです。 

先日、都城市で自宅で赤ちゃんを出産し結局遺棄してしまったという事件

で判決が出たというニュースがありましたが、こういった事件は宮崎県内で

確か何年か前にもあったと思います。「なぜ」といつも思いますが、相談する

タイミングがなかったのかと思うところです。やはり相談しやすい環境とか、

現時点でも様々なシステムもあるのでしょうが、そうした環境を作って欲し

いなと思います。小学校では難しいところはありますが、やはり若いうちか

ら少しづつ性に関して科学的に話をしながら、知識として話をしていくよう

な機会があると良いと思います。そして、中学生はその後進学する子もいれ

ば社会にでる子もいますので、大事な時期だと思います。 

また、高校になるとほとんど大人と一緒ですので、性感染症や妊娠のこと

も含めて話をします。高校生の場合も、その後もちろん社会人になる方もい

れば大学に進学する方もいます。大学に進学してもそうした教育を受ける機

会があると良いと思いますが、なかなか難しいところもあると思います。最

近は、包括的性教育ということをよく聞くようになりましたので、いわゆる

生殖のことだけではなくて、人間関係とか、コミュニケーションとかスキル

というのを学ぶようなことも少しずつ教育の中に入れていけると良いと思っ

てます。

 清山市長 ありがとうございます。 

上山院長、１点だけ伺います。現場で、中高生、若い世代の体を守るため

の知識、性に関する知識について、どのように感じておられるか、先ほど加

藤課長からも現場の状況の話がありましたが、そのあたりの感じ方はいかが

ですか。

 上山院長 若い世代も話を聞いて、「そうだな。」とは思うのでしょうが、現実的に自

分のこととして考えた場合にどうか、そこの意思をはっきりできるのかとい
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 うことが心配なところです。 

不同意等々に関してはもう嫌と言ったら不同意になります。はっきりと自

分は同意か、不同意かという意思をはっきり持っていいと思います。そこが

県民性というわけではないんですが、しっかりと意思を持っていいんだよと

いうことは、もう少し話しをしてもいいのかもしれません。ただ、そうした

ことをいきなり性教育の現場で話をするのはなかなか難しいところですの

で、自分自身がそのような話を聞いたうえで、自分はそのような立場だった

らどうなるか、どうするのかということを考えて欲しいというところはあり

ます。

 清山市長 ありがとうございます。これから意見交換に入らせていただきたいと思い

ます。委員の皆さん何かご意見や確認したいことなどありますか。

 高峰教育委員 　宮崎北警察署の加藤課長に質問です。 

日本では性交同意年齢が１３歳から１６歳に引き上げられましたが、他国

では、１５、１６歳という国が多いようですけれども、２０２３年に引き上

げられて抑止力になってるのか、加えて処罰の内容を伺えればと思います。

 宮崎北警察署加藤課

長

まず法律が浸透してるかということなんですけども、正直、浸透はあまり

していません。 

ただ、性犯罪をした者の中には、法律について勉強してる人もいます。一

般の人は知らないけど、犯罪行為をしようという人はは結構調べて犯罪を犯

す場合もあり、中には知らなかったと言う人もいますが、「同意があれば良か

った」と思ったという人もいます。 

つまり、法律が浸透していないということは、広報啓発がより必要かなの

かなと思います。 

また、参考までに罰則については、不同意性交は５年以上の有期懲役とな

り、有罪判決が出たら最低でも５年以上の拘禁刑となります。不同意わいせ

つ罪は性行為がないけど、体を触ったりといったことですが、それは６か月

以上１０年以下の拘禁刑ということで非常に重いということになっていま

す。つまり、有罪判決で裁判にかけられたら、非常に重い処罰が下されると

いうような状況になっています。

 清山市長 中学生同士とか年齢の近い子ども同士でも対象になるという理解でよろし

いですか。

 宮崎北警察署加藤課

長

　また細かい規定がありまして、１６歳未満のものが被害を受けた場合、５

歳以上年上という規定があります。例えば、１５歳同士の場合は違反になら

ないということになってます。基本は「５歳以上離れている場合」というの

が限定されるという状況です。

 清山市長 　ありがとうございます。 

教育長から、はどめ規定の話がありましたが、性交自体を取り上げられな

いのに、中学生は性交すると、処罰の対象の対象となるというのは、中学校

でははっきりと言いにくいところなんですか。
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 松尾代表教育委員 今回のテーマは、私自身も身構えると言うか、学校の先生方に聞いても、

性に関する指導ということに関して、非常に身構えたり躊躇したり、何をど

う指導したらいいのかといった話はよく聞かれることがあります。 

また、今学校教育のなかで進められているのが、小学校で２時間保健の分

野で中学校のなかで３時間の合計５時間です。中学校で３時間、そのなかで

どうやって性交というものを取り上げるか、非常に難しいなかで、保健の分

野の補完する意味合いで学級活動のなかで取り上げている学校があると思い

ます。 

そうなると、各学校の裁量に任せられた部分なので、学校間の取り組みに

格差も出てきたりします。性交ということを出すにしても、小学校とかその

前の幼保から小中の流れがないと、どういうタイミングで説明したらいいの

かという現場の戸惑いが先生達にはあると思います。 

ましてや、若い先生の方が増えてきているという状況もありますので、な

かなかこの性に関する指導については、取り扱うにしても現場にとって非常

に苦しいところでもあるということを感じています。 

そのようなことで、少し条件整備を行政としても何らか必要かなというの

を感じてます。

 清山市長 　ありがとうございます。

 永山副市長 　私からも質問をよろしいですか。教育長は宮崎県教育委員会にもいらっしゃ

ったので、お聞きしますが、高校教育においてはこのはどめ規定というのは

働いてるのですか。

 黒木教育長 　中学校の学習指導要領までだと私のほうでは認識してます。 

高校では、先ほど上山院長もおっしゃったとおり、少し具体的な指導にな

りますが、内容としては、例えば人工妊娠中絶であったりとか家族計画の部

分、いわゆる避妊具を使うなどそういったものになります。ただ、実は高校

の保健の授業では２単位程度ということもあり、どの程度できているかとい

うのは非常に曖昧です。 

先ほどの市長のご質問ですけど、中学生同士が仮にそのような関係になっ

たというところは学校ではかなり伏せて扱いますし、なおかつ先ほどの不同

意性交罪についてはそういったこともあるので、特に担任が取り上げて扱う

ということはほぼないような状況だと思います。

 清山市長 ありがとうございます。副市長どうですか。

 永山副市長 これほど子ども達が大きな影響を受ける情勢のなかで、文部科学省として

はこのはどめ規定について見直しをする動きというのはあるんでしょうか。

 黒木教育長 　はどめ規定について、文科省は必ずしも教えてはいけないというものでな

いというトーンで言っています。 

ただ、その時には子どもの発達の段階を考慮すること、学校全体・先生同

士できちんと共有しておくこと、そしてやはり保護者や地域の理解を得てお

くことというのがあります。関東の自治体で、一時かなり踏み込んだ性教育
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 をやった際に、議員から意見が出たといったこともありましたので、実施す

る場合の留意点はあります。

 清山市長 　ありがとうございます。 

つまり、はどめ規定は最低限教えることの中に含まれていないことに加え

て教育していくことは妨げないという理解でいいですか。

 黒木教育長 　そのとおりです。

 清山市長 　自治体として何か方針を定めて、地域の皆様の理解を得られれば、逆に学

級活動で各学校や各担任の先生がそれぞれの裁量でしていくよりも現場の先

生方を守ることにもなると感じています。 

ほか、委員の方々からご意見やご質問ありますでしょうか。

 小林教育委員 せっかく市長部局から大変貴重なデータを示していただきましたので質問

します。問題意識を学校がどこまで持てるかっていうことを感じた深刻なデ

ータを示していただいたなと思います。 

このようなデータというのは、学校に伝えていただくような機会としては、

どのような手段で用いられて周知されることなのかお聞きしてみたいなと思

います。

 河野健康管理部長 　子宮頸がんについては、小中学校の方まで周知しているところに至ってま

せん。大学や専門学校といったところに生活上含めて、動きを強めていると

ころなんですけども、現実的には小中学校には至ってないのが現状です。 

エイズとかになりますと世界エイズデーというのがありますので、そうい

ったもののポスター、パンフレットは学校の方にお配りしているところです。

 小林教育委員 　ありがとうございます。 

学校教育におきましては、性教育はきちんと教育課程の中に位置づけると

いうことになっていまして、具体的な人間形成であるとか、生命尊重、ある

いは男女平等の精神なんかを教えるということになってます。 

そうなりますと、保健体育科に限らず、特別の教科・道徳とか先ほど松尾

委員が言われたように、特別活動とか総合的な学習の時間とか様々な教科と

の連携も必要なのかなと思います。従って、担任がやはり一緒に子ども達と

指導して学んでいくっていうことが大事なのかなと思います。 

一方なかなか難しい実態があり、さらには認識をどこまで高められるかと

いうことが重要になってきてると考えれば、改めて教育課程を見直してみる

と、社会科では憲法を学びます。また、婚姻とか人権、メディアリテラシー

も取り上げると思いますので、これら全て性教育と繋がっていくものなのか

なというのも思いますし、当然道徳では生命尊重を学びますので、命の大切

さ、あるいは新たな生命の誕生と言ったようなことも学ぶことができます。 

また、特別活動におきましては、先ほど上山院長がおっしゃったような考

え方、例えば自分と他人を個性を理解して尊重し合うとか、より良い人間関

係を作るとか、そのようなこともやはり考える大切な時期ですし、あるいは

思春期は非常に不安定なんだということを学ぶ機会になるのかなと思いま
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 す。やはり非常に深刻なデータではあるんですけども、何かしら学校の先生

方にこうした貴重なデータを示していただいて、認識を高めて、教育課程を

どうしていくかということを改めて問い直す非常に大切な時期だと思いま

す。 

宮崎県教育委員会では、今年の３月に性に関する指導の手引きを改訂され

たようです。これらが学校の先生がどこまで認識されているのかということ

なんかも非常に興味がありますし、改めて見直してみてもいいのかなと思い

ます。そのなかで重要な考え方が、先ほど上山院長おっしゃったような包括

的性教育は非常に重要だと思っており、人権をベースにした教育、より良い

人間関係を築いていき、私たちの精神的なウェルビーイング、豊かさといっ

たものも追求していって、結果的に子ども達が自分たちのこれからの考え方

を見直していきましょうといった考え方として、例えば性的な同意の話もあ

りますし、性の多様性もあります。ジェンダー平等とかあるいはコミュニケ

ーションとか、包括的に改めて学ぶ大切な時期を迎えたということを、出て

きた意見を総括して、市の教育委員会からも発信していけるような機会にな

りうるのではないかと思って聞かせていただきました。

 清山市長 ありがとうございました。 

他の委員からございませんでしょうか。

 片山教育委員 子育て支援について市長部局もしくは上山院長にお聞きしたいのですが、

子宮頸がんの罹患率、ワクチン接種率、または検診受診率が低いというとこ

ろも踏まえて、子育て支援のなかで性教育っていうのはどのように市長部

局・子育て支援のなかでは考えられているのかをお聞きしたいなと思います。　

なぜなら、ワクチンや検診は、自分を守るために打ちましょう、検診を受

けましょうと言われても、子ども達は何のためどういう観点でそう言われる

のか「なぜ」という疑問が出た時に分かりやすく伝えるためには、幼い頃か

ら性に関する関心を促していくことが必要なのかなと思っています。特に女

性に対して啓発活動されてると思いますが、起因となる男性に向けてはどの

ように捉えて組み込まれてるか、どういった視点で今捉えられてるのかをお

聞きしたいと思います。

 清山市長 市長部局ということなので、私のほうからお話します。 

今回子育て支援という、背景を考えても性に関する教育は非常に大事だと

思って、総合教育会議のテーマに設定をさせていただきましたし、今までの

説明でも女性に対するというより、男女問わずに双方が十分に理解をしなけ

ればいけない内容だと思っています。ワクチンについても本来男性接種も定

期接種にならなきゃいけないんですが、政府がかなり慎重でおそらく来年度

ぐらいでＨＰＶワクチンも男性も定期接種がされるんじゃないかなと思いま

すが、男女問わず、ＨＰＶはワクチン接種というのはもう世界的には常識で

すので、我々は幼い頃から包括的性教育、そしてそのなかで本当に大事な部

分っていうものを教えていかなければいけないと思ってます。
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 富田子ども未来部長 市長の説明に補足をします。 

ＨＰＶワクチンの出前講座については、男子生徒ももちろん入っていただ

いていますし、学校の方ではお願いをして、保護者の方も同席していただく

ような場面で話を聞いていただくというところで、本人だけではなくて家族

の方にも理解していただくということをしています。ワクチンの有効性以外

にも癌に関する知識というところで、癌にかかった後がどうなるのか妊娠に

関わるところでご説明させていただいています。

 清山市長 他ございませんでしょうか。

 袈裟丸総合政策部長 　例えば小学校高学年の子どもや中学生は、正しく知りたいって思っている

のかどうなのかをお尋ねします。

 松尾代表教育委員 　性に関する部分については、思春期になると非常に興味・関心が分かれる

ところです。従って正しい知識が提供されないと逆にどうやってその関心を

満たしていくかということになり、ＳＮＳ等のインターネットで誤った情報

が入っていることによって、今言われているような問題が出てきてるような

気もします。関心は高いというのは間違いないです。

 袈裟丸総合政策部長 　私のすごい幼い頃の記憶を辿ると小学校の４年生か５年生ぐらいで、理科

の時間に子どもが生まれる仕組みというので、女性は卵子が体にあって男性

は精子があって、それが一緒になって子どもが生まれますと理科で習いまし

た。どう考えてもどうして一緒になるかが私は分からなくて、家に帰って母

親に尋ねました。母親は当然はぐらかしたんですけど、思春期になった時に

そのようなこと聞いたよねと母に言われてそうだったなあと思い出したこと

があるんですが、気づく人もそのような部分でで「どうしてだろう」という

疑問を持つと思います。そこで正しくうまく教えられるように、先ほど小林

委員からもありましたけど、保健体育科だけではなくて、様々な観点で教え

る機会があるのではないかと感じたところです。

 清山市長 　ありがとうございます。 

がん検診のあり方検討会で協力いただいている東大の中川恵一先生も世界

では性に関する教育や妊娠の過程は理科で科学として教えている国が多いと

言われてます。

 高峰教育委員 　女性の人権教育、ライフスタイル、特に特別支援の子どもは本当に必要だ

と思います。中高生になって体も成熟してきていて精神的にもう自分の体の

責任を持って、誰にも傷つけられることがないような準備っていうのは、ネ

ットの知識ではなくて、正しい知識を持つべきですし、特別支援の子どもは

本当に必要だというのは感じました。 

やはりノーと言えない問題はすごく大きいと思います。自立支援とかにも

関わるのではないかなと思います。宮崎の方がそうなのか分からないんです

が、ノーと言ない。自分の意見すら分からない、意見の表明ができない、オ

ランダでも性のことにかかわらず、自分の嫌なこととか疑問に思うことはノ

ーって言いなさいという特に習慣を女の子につけさせると書いてありまし
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 た。女性だけに限らず、特別支援の子どもとか本当にこれ必要だなというと

ころがあって、性教育って言葉が少しみんな踏み込みづらいのとかかもしれ

ないなと思いますが、女性の人権教育だったり女性のライフスタイル教育だ

ったりと言葉を変えてて少し踏み込んでやっていく必要があるというのは私

の考えです。

 清山市長 ありがとうございます。 

障がいのある方や、発達に特性のある方々の性に関わる問題というのは、

時々やはり社会的にも課題になっていますし、非常に重要な指摘だと感じま

した。

 上山院長 　今の様々な家庭の子どもさん、様々な家族構成、一人親だったり、お母さ

ん、お父さんが変わったりとか、様々な家庭で育っている子どももおられる

と思います。そういった子どもが成長をしていって、学校で少しこの子ども

大丈夫かなと先生方が心配されてる子どもがおられんるのではないかなと思

いますので、そういったところも性教育関係、例えば虐待になっているとか、

そうした面でも心配になることもあります。

 清山市長 　ありがとうございます。 

私は、しっかり教えていくべきだという考えの方なんですけれども、こう

いう観点から懸念があるというようなお話、ご意見ございましたらお伺いし

たいなと思います。 

最近本当に子ども達、タブレットやスマホで自由にインターネットにアク

セスできるようになっていて、非常に過激な情報に触れている現状がござい

ます。そのなかで包括的性教育でできるだけ幼少期から相手をいたわるコミ

ュニケーションを非常に大賛成なんですけれど、そのなかで１番大事なのは、

避妊であったり、性感染症だったり、とにかく１０代、中学生、高校生のう

ちは自分の体を守るために毅然とノーと言うべきはノーと言うと、そしてど

ういうことをしたら、妊娠をしてしまうとか感染症になってしまうというこ

とを、毅然と具体的に教育していかなければ、相手を尊重するという優しい

女の子は相手から体を求められたら、それが愛情の一つだから、拒んではい

けないとか優しい大人が優しく求めてきたら、やはりそれに答えるのが相手

を尊重する考え方なんだというようになったらいけいないと思っていて、毅

然と正しい科学的な知識を少なくとも中学生卒業までには身につけなけれ

ば、子ども達は情報に接するのが早いし、ＳＮＳで大人たちの危険にさらさ

れている現状に対して、今何もできていないように感じています。こうした

取り組みは会議を踏まえて教育委員会とどうしたことができるのか、話をし

ていきたいと思いますが、逆にあまり踏み込んで教えることの懸念であった

り、不安材料であるとか何かないでしょうか？ 

やはり今でも保護者の皆さんがかなりナーバスになっているので、学校現

場としては先生方の心理的な負担に繋がるとか、何かあれば教えていただき

たいなと思います。
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 黒木教育長 　片山委員は今の清山市長の話について、保護者としての意見はいかがでし

ょうか。

 片山教育委員 　保護者としても市長の意見には賛成です。 

私は、子どもが３人いますけれど、幼少期から性教育っていうのは思いや

り教育としてしっかりと伝えておりました。中学生の男の子もいますが、性

の関心も高まる前の段階で性に関して興味を持つということは特におかしな

ことではないっていうことも伝えています。ただ、そこで相手の同意もなし

に触るとか、そのようなことは犯罪になるということも、我が家では教えて

いましたので、それは伝えていくべきだと思います。 

性教育イコール子どもを守る、みんな・周りを守るという認識が私にはあ

ります。特に懸念材料は、私自身の保護者の立場としてはございません。

 清山市長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。

 永山副市長 　学校教育課長どうでしょうか。

 学校教育課小川課長 　今いろいろとお話を伺いましたが、表面化してない事案の方がたくさんあ

ると思っています。教育委員会としては実数を把握してはおりませんが、今

回資料を拝見して、こんなにも多いんだと私たちが把握しているものと乖離

してると感じたところで、今後考えていかなければいけないと思ったところ

です。

 黒木教育長 今の絡みもあるんですが、はどめ規定の話ではありませんけれども、宮崎

市の実態とか課題とかを見ていくと、学校のなかでスキルとか知識の部分を

発達の段階に応じて考えてもらうという時間は大事だと思います。実際はな

かなか出来ていませんので。ただ、それを現場の教職員に求めていくという

ところが、毎日顔を合わせている子ども達に、養護教諭はいるものの、なか

なかハードルは高いんだろうと思いますので、そこは上山院長はじめ専門家

を招いてで発達の段階に応じた指導を行っていくというのは大事だと思いま

す。 

そして、包括的性教育という部分に行くと、先ほど加藤課長が言われたよ

うな法的な部分で社会的に許されないというあたりも基本的な知識やスキル

だと思います。ここはやはりなかなか触れてきていません。それを小学校か

ら中学校までで具体的なプログラムにしていくというのは考えないといけな

いと思います。そして包括的と言うと、そのようなコアの知識とスキル以外

の今度は思考とか判断の部分だと思うんですが、僕も子ども自立支援施設に

勤務していた経験のなかで、性被害を受けてきた女の子たちが深く考えられ

ていない。そして断ることはないという子ども達とたくさん接してきました。

意思をはっきりと持つとか、自分だったらどうするかを考えるというのは、

これはやはり我々として日常の授業のなかで、きちんと意思表明するとか、

そのような場を作っていくということだと思います。先ほど道徳とか言う話

も出ましたが、普通の授業のなかでもどう意思をはっきりと伝えるかそのよ

うな部分が「包括的」とする場合には、特に大事になってくると感じたとこ
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 ろです。

 清山市長 　ありがとうございます。保健体育は圧倒的に体育の授業時数が多いんです

けれど、これはどうやって決まっていくんでしょうか。

 黒木教育長 　この時数については、学習指導要領でほぼほぼ標準時数として示されてい

ます。ただあくまで標準ということです。

 清山市長 　小学校５年生以降はもう保健の授業３コマしかないですよね。高学年から

中学年にかけて、保健体育科のなかで割合が圧倒的に少ないので、ビデオ教

材なり標準的な教材を使うなど、様々な工夫で考えられないのかなと感じた

ので聞いてみたところでした。 

どなたでも構いませんけれども他にいかがでしょうか。

 松尾代表教育委員 　先ほど市長が言われたように保健の分野で３時間しかないものを、どの時

間で確保をするのか。総合的な学習であるとか、生き方、人権に関わること

に含まれているわけです。学級活動でも十分取り扱えるわけですが、カリキ

ュラムについても検討しないといけないのかといったことについて、各学校

の実態や取り組みもありますので、どの辺まで仕組みとして出せるのかとい

うことも障害になる部分かなと思います。

 清山市長 ありがとうございます。 

北警察署より加藤課長、私も以前警察関係者の方から相当厳しい現実を

生々しくお話いただいたことあるのですが、その小学生、中学生のＳＮＳに

かかる現状って我々の認識が甘いところがあれば是非教えていただければと

思います。

 宮崎北警察署加藤課

長

表面上出てませんが、性に関するトラブルで、ＳＮＳとかは非常にたくさ

んあります。例えば、男子生徒がやり取りをしてて、裸を見せ合おうと言わ

れ男子生徒が送ったら、向こうは女性と偽っていた男性で、これをばらまか

れたくなければ金を払えといった恐喝ということもあります。その他に、ポ

ルノ罪と言いますが、ゲーム等で知り合った県外の知らない人と普通のやり

取りをしてて、裸を送ってくれと言うことでして断れずに送ってしまう。送

った後、さらには送らないとばらまくぞといったようなこともあります。先

ほど言ったＳＮＳで知り合った人が性行為目的で押しかけて未遂で終わった

とかも含めてかなりあります。 

やはり、以前はスマートフォンがなかったので現実的にも物理的にできま

せんでしたが、今は誰でもできるような状況です。対策としてあるのがフィ

ルタリングですが、携帯電話を子どもに買う時にそのような性的なものは表

示されないとかＳＮＳでも規制をするといったこともできますが、これが強

制ではなく、保護者の方が必要ないと言ったら、大人と同じような検索した

らわいせつな画像とかも入手できるというような状況です。こちらは保護者

の方への教育でも必要かなと思いますので、ＰＴＡとかで集まるような機会

があれば是非そのあたりも触れていただいて子ども達だけではなかなか未熟

で難しいでしょうから、大人のほうからも防止の対策をしていく必要がある
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 と思っています。

 清山市長 　ありがとうございます。 

時間が参りましたので最後に皆さん、１人１分程度ずつ意見感想いただけ

ればと思います。まず永山副市長、教育長それから教育委員の皆さんの順で

よろしくお願いします。

 永山副市長 　私、今日はあまり取り上げられなかったですけど、人工妊娠中絶がすごく

宮崎県が高いっていうのは知っておりましたが、宮崎市の高さは本当に危機

感を持たないといけないと思います。部長から話をいただきましたけど、子

宮頸がんワクチンについては、市長部局と教育委員会連携して学校の先生方

は理解していただくことで、ずいぶん前に進めることができたので、包括的

性教育、あるいはもっと進んで全体的な人格形成ということになるかもしれ

ませんが、市長部局と教育委員会と連動してやっていきたいと思いますし、

やっていかないといけないと改めてこの分野はしっかり向き合わないといけ

ないと思ったところです。 

ありがとうございます。

 清山市長 　ありがとうございます。 

　黒木教育長お願いします。

 黒木教育長 　本日は上山院長からの包括的性教育は今日のトータルしてのキーワードに

なるようなことを伝えていただいて、非常にありがたいなと思います。 

先ほど袈裟丸総合政策部長がおっしゃった子ども達はどう思っているのか

っていうところについて、補足するとなかなか集団のなかでそういったこと

を相談するとか話にするっていうのは厳しい内容なので、我々としても集団

で何かを教える場というのはもちろん持ちますけれども、今度は個別に相談

できる、そのあたりをもう少しハードルを低くして、個別に相談できる場の

整備っていうのは警察、病院といった外部の機関とも連携して作っていける

といいなと感じたところです。 

ありがとうございました。

 清山市長 　ありがとうございます。 

では、教育委員の皆さんから一言を１人ずつということで、片山委員から

お願いします。

 片山教育委員 　ありがとうございます。 

今日は皆様の貴重なお話だったりとかを聞いて、私もとても勉強になりま

したし、先ほどもお伝えしましたように、我が家は性教育っていうのは性教

育っていう視点ではなく、思いやり教育としてやっていましたので、正しい

のかは分かりませんが、小さい頃から行っていくことで性への壁と言うか、

思春期になって初めてそのようなことを言われても、受け止めにくいってい

うところがあるのかなと周りの子ども達も見てても思います。小さいうちか

ら段階的に男女の違いと言うか全体的にしていけたらいいのかなと思いま

す。それを教育現場のみならず、子育て支援等小さいうち、言葉を話し出し
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 た時から始めて、学校に入った時に教育をしていくことを連携してやってい

けたら、県民性としてとてもいい人間性と言うか断れない人間性とかあるか

もしれませんけれども、優しい気持ちとか思いやりを持って相手を敬うとい

う意味での宮崎らしい子ども達が育つのかなと思ったところです。今日はあ

りがとうございました。

 松尾代表教育委員 　ありがとうございます。 

３０年ほど前にエイズが出てきた頃に、厚生労働省と文部科学省が地域指

定の研究をエイズ教育性教育地域指定で宮崎市も取り組まれました。えびの

市教育委員会にいた頃に地域指定で入ってきたことを覚えています。学校・

地域・行政を挙げて取り組むということでした。取り組む際、今出てきたは

どめ規定も含めて問題になりましたけど、取り組めば取り組むほど子ども達

の表情が柔和になっていくんです。そして自分を大切にして相手も大切にす

るという思いやる姿が見えてきます。着実な実践の積み重ねで、そのような

子ども達を見てきたのを今思い出すところです。従いまして学校のみならず、

地域あるいは専門機関それから行政機関が手を結んでやっていかないと功を

奏していかないと思ったところです。 

ありがとうございました。

 清山市長 　ありがとうございます。 

小林委員お願いします。

 小林教育委員 　包括的性教育を学んだ子どもは、性交を初めて体験する年齢が遅くなると

か、あるいは避妊具の使用頻度が増えるといったような研究成果が出ている

ようです。改めて包括的性教育をどうあるべきか見直しする時間をいただき

ました。これによって、命の大切さであるとか、あるいは他の委員もおっし

ゃったような自立心、あるいは自己肯定感とかですね。人を愛する気持ち、

こういったことを教育を通して教える大切な時期に来ているのかなと思いま

す。一方で乳幼児期からあるいは学齢期そういった方々のご家庭に対して何

か発信できないか今日は子ども未来部も来られておられますので、総合計画

のなかでそういった位置づけをできるのか、あるいはご家庭に包括的性教育

を伝える場ができないか、いろいろ検討できることがあります。また、ＳＮ

Ｓに対しては優れたデジタル市民としてですね。子ども達に学んで実践でき

る場を学校教育のなかで取り上げるに非常に重要だと感じたところでした。 

ありがとうございます。

 清山市長 　ありがとうございます。 

高峰委員お願いします。

 高峰教育委員 　こういった機会いただいて、自分なりにいろいろ考える時間をいただけて

非常にありがたいと思います。皆様からご意見、現状等もお聞かせいただい

て非常にありがたいと思います。やはり、特別支援の子どもだったり、弱い

立場にある方だったり、そのような方々女性全般を含めてその女性の心と体

を守っていくということに直結することですので、正しい知識を早いうちに
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 何もしない状況ではなくて、様々な情報が飛び交ってるなかで、どうやって

子ども達を守っていくか、弱い子ども達を守っていくかというのは本当に大

事だということを今回痛感いたしました。

 清山市長 　ありがとうございます。 

最後に私から総括ということで、感想を述べて終わりたいと思います。今

日は本当に、宮崎北警察署より加藤課長、そして上山院長ありがとうござい

ました。 

今回の会議を通して、新しい発見もございましたし、有意義な共通認識を

形成できたと思っています。今後、包括的性教育を本市でどのように実行し

ていくのか、また市長部局も積極的に連携しながら教育委員会と話をするこ

とができればと思っています。データを示したように、現実、子ども達を取

り巻く環境例えば梅毒クラミジアの急増であったり、人工妊娠中絶率が非常

に高い状況、それから子宮頸がんの罹患率も非常に高く、一方で２０歳から

子宮頸がんの検診は始まり、思春期で子宮頸がんのワクチンの接種について

判断をしなければいけないその上で、やはり我々は子ども達にどのような教

育をしていくべきか、厳しい現実をしっかり見据えながら考えていきたいと

思っています。今日は誠に長時間、また私リモートでありながら大変ご不便

をおかけしましたが、ご協力ありがとうございました。

 上山院長 最後に一言失礼します。２年後に宮崎県産婦人科医会の主催で、宮崎県で

全国性教育セミナーを予定しています。現在テーマ等検討中ですが、８月の

第１土日に、県民公開講座といわゆる性教育セミナーを予定しています。現

在、包括的性教育ということでどのようなテーマで開催するかを、話し合い

をしてるところですので、いい機会なので是非ご出席していただければと思

います。

 清山市長 　貴重な情報提供ありがとうございました。 

以上もちまして総合教育会議を終了します。


